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発
行
日

令
和
元
年
十
二
月
三
十
一
日

題

字

陸
軍
大
将

一
戸
兵
衛

発
行
者

太
郎
坊
宮
社
務
所

東
近
江
市
小
脇
町
二
二
四
七
番
地

畏
く
も
今
上
陛
下
が
即
位
礼
を
挙
行
遊

ば
さ
れ
た
本
年
十
月
二
十
二
日
、
我
が
国

は
奉
祝
の
一
念
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
境
内

各
所
に
設
け
た
奉
祝
記
帳
所
に
も
列
が
出

来
、
多
く
の
方
々
が
記
帳
簿
に
名
を
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
姿
を
拝
見
す
る

と
、
皇
室
に
対
す
る
国
民
の
畏
敬
と
親
し

み
の
思
い
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
「
即
位
礼
」
と
は
、
践
祚
す
な
わ

ち
皇
位
に
つ
か
れ
た
天
皇
陛
下
が
、
そ
の

事
を
世
界
中
に
宣
明
さ
れ
る
儀
式
で
す
。

儀
式
の
中
心
と
も
言
う
べ
き
「
即
位
礼
正

殿
の
儀
」
に
は
百
九
十
一
も
の
外
国
王
室

や
政
府
、
国
際
機
関
の
代
表
者
が
参
列
さ

れ
た
と
い
い
ま
す
。
海
外
の
人
に
と
っ
て

世
界
有
数
の
先
進
国
で
あ
る
日
本
が
、
千
年

以
上
も
昔
の
伝
統
儀
礼
を
承
継
し
続
け
て
い

る
事
は
、
大
変
な
驚
き
で
あ
る
よ
う
で
す
。

即
位
礼
に
関
す
る
諸
外
国
の
報
道
に
接
す

る
と
、
そ
の
多
く
が
「
ア
メ
ー
ジ
ン
グ
（
驚

嘆
す
る
）
」
や
「
グ
レ
イ
ス
フ
ル
（
優
雅
で

あ
る
）
」
と
形
容
し
て
い
ま
す
。
我
が
国
が

誇
る
悠
久
の
歴
史
と
国
柄
を
、
世
界
は
羨
望

の
眼
差
し
で
見
つ
め
て
い
る
の
で
す
。

ご
承
知
の
方
も
多
か
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、

神
社
祭
祀
は
皇
室
祭
祀
と
淵
源
を
一
に
し
ま

す
。
し
か
し
、
数
多
の
皇
室
祭
祀
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
と
、
神
社
祭
祀
の
み
な
ら
ず
、

我
が
国
根
本
の
在
り
方
と
密
に
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
す
。

新
た
に
迎
え
る
令
和
二
年
は
子
年
。
古
来
、

子
年
は
繁
栄
の
年
と
言
わ
れ
ま
す
。
新
帝
陛

下
を
戴
く
我
が
国
が
益
々
繁
栄
し
、
延
い
て

は
世
界
の
共
存
共
栄
の
た
め
に
尽
く
す
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

太
郎
坊
・
阿
賀
神
社
宮
司

奥
田
素
之

赤
神
山

（
あ
か
が
み
や
ま
）

『
赤
神
山
』
と
は
太
郎
坊

大
神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
る

近
江
国
高
天
原
、
す
な
わ
ち

太
郎
坊
山
の
御
名
で
す
。
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七

月

七
夕
神
事

合
祀
祭

献
茶
祭

千
日
大
祭

九

月

敬
神
講
社
甲
賀
支
部
講
元
役
員
会

拝
殿
大
太
鼓
修
繕
清
祓

観
月
祭

抜
穂
祭

国
定
登
録
有
形
文
化
財
登
録

十

月

敬
神
講
社
蒲
生
支
部
講
元
役
員
会

敬
神
講
社
研
修
旅
行

登
録
有
形
文
化
財
登
録
奉
告
祭

即
位
礼
当
日
祭

十
一
月

秋
季
講
社
大
祭

功
績
者
表
彰
式
典

献
菊
祭

大
嘗
祭
に
伴
う
臨
時
大
祓

大
嘗
祭
当
日
祭

大
麻
神
札
絵
馬
等
頒
布
始
式

十
二
月

お
火
焚
大
祭

師
走
大
祓

毎

月

月
次
祭
・
不
動
明
王
尊
月
次
祭

令
和
元
年
九
月
、
太
郎
坊
宮
の
ご
本
殿
を

始
め
と
す
る
社
殿
や
鳥
居
な
ど
、
十
五
件
の

建
造
物
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
正
式
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
消
滅
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い

る
文
化
財
建
造
物
を
、
後
々
ま
で
伝
え
る
た

め
の
も
の
で
す
。

今
回
の
正
式
登
録
を
受
け
、
当
神
社
で
は

新
し
く
『
令
和
の
大
整
備
基
金
（
仮
称
）
』

を
設
置
。
文
化
庁
か
ら
の
指
導
や
助
言
を
仰

ぎ
つ
つ
、
保
存
修
復
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

建
造
物
の
恒
久
的
な
保
存
を
図
る
た
め
、

本
事
業
へ
賛
同
頂
い
た
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
浄
財
を
基
金
と
し
て
積
み
上
げ
、
修
復
工

事
を
永
続
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

ま
す
。
文
化
遺
産
を
後
世
へ
継
承
す
べ
く
、

ご
崇
敬
各
位
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
登
録
有
形
文
化
財
保
存
修
復
事
業
基
金

『
令
和
の
大
整
備
（
仮
称
）
』
概
要

【
事
業
主
体
】

太
郎
坊
宮
（
宗
教
法
人

阿
賀
神
社
）

【
目
的
】

登
録
有
形
文
化
財
十
五
件
の
恒
久
的
な
保

存
及
び
修
復
を
図
り
、
以
て
神
道
文
化
の

興
隆
と
郷
土
文
化
振
興
の
一
助
と
為
す
。

【
基
金
目
標
額
】

文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、
金
三
億
円
を

目
標
と
す
る
。

※
詳
細
は
改
め
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
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社
務
日
誌
（
抄
）

国
定
登
録
有
形
文
化
財
に

正
式
登
録
さ
れ
ま
し
た



恒
例
の
諸
祭
儀
・
諸
行
事
は
、
皆
さ
ま
の

ご
奉
賛
を
賜
り
、
無
事
に
斎
行
し
ま
し
た
。

本
年
は
、
天
皇
陛
下
の
御
即
位
に
関
す
る

祭
儀
も
特
別
に
行
い
ま
し
た
。

◆
即
位
礼
当
日
祭
（
十
月
二
十
二
日
）

天
皇
陛
下
が
「
即

位
礼
正
殿
の
儀
」
を

挙
行
さ
れ
た
日
に
行

い
ま
し
た
。
午
前
十

時
よ
り
、
拝
殿
に
お

い
て
皇
室
の
弥
栄
と

国
家
の
繁
栄
を
祈
願

し
ま
し
た
。

◆
大
嘗
祭
に
伴
う
臨
時
大
祓

（
十
一
月
十
二
日
）

「
大
嘗
祭
」
の
実
施
を
控
え
、
日
本
中
を

清
め
る
た
め
の
神
事
を
行
い
ま
し
た
。

◆
大
嘗
祭
当
日
祭
（
十
一
月
十
四
日
）

天
皇
陛
下
御
即
位
の
年
に
の
み
行
わ
れ
る

「
大
嘗
祭
」
の
斎
行
を
太
郎
坊
大
神
様
に

ご
奉
告
し
、
国
家
国
民
の
安
寧
と
繁
栄
を

お
祈
り
し
ま
し
た
。

◆
敬
神
講
社
研
修
旅
行

（
十
月
十
五
日
～
十
六
日
）

今
年
度
の
研
修
旅
行
で
は
、
皇
室
伝
来
の

「
三
種
の
神
器
」
の
う
ち
「
草
薙
剣
」
を
祀

る
、
愛
知
県
の
熱
田
神
宮
を
参
拝
し
ま
し
た
。

信
長
や
家
康
も
信
仰
を
寄
せ
た
熱
田
神
宮

の
社
殿
は
豪
壮
の
一
言
。
一
同
、
熱
田
大
神

様
の
尊
い
ご
加
護
を

祈
念
し
ま
し
た
。

行
程
で
は
三
河
国

随
一
の
古
社
・
砥
鹿

神
社
の
参
拝
や
八
丁

味
噌
醸
造
蔵
元
の
見

学
な
ど
も
あ
り
、
有

意
義
な
研
修
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
取
り
纏
め
の
役

員
様
を
始
め
、
ご
参

加
頂
い
た
百
二
十
余

名
の
皆
さ
ま
に
は
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
秋
季
敬
神
講
社
大
祭
お
よ
び

功
績
者
表
彰
式
典
（
十
一
月
一
日
）

太
郎
坊
宮
最
大
の
崇
敬
者
団
体
、
敬
神
講

社
の
秋
季
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

春
と
秋
の
二
度
行
わ
れ
る
講
社
大
祭
で
は
、

敬
神
講
社
に
加
入
し
て
お
ら
れ
る
皆
様
の
家

内
安
全
・
無
病
息
災
な
ど
が
祈
ら
れ
ま
す
。

こ
の
大
祭
に
併

せ
、
永
年
敬
神
講

社
の
維
持
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
々

を
顕
彰
す
る
表
彰

式
典
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度

の
表
彰
者
は
、
次

の
方
々
で
す
。

個
人
感
謝
状
贈
呈

金
田
支
部

堀
川
梅
蔵

様

湖
東
支
部

木
澤
政
男

様

愛
東
支
部

村
山
義
幸

様

長
浜
支
部

松
居
政
信

様

虎
姫
支
部

藤
井
長
夫

様
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諸
祭
儀
・
諸
行
事
の
ご
報
告



◆
神
田
結
界
柵

ダ
イ
プ
ラ
株
式
会
社
様

か
ら
ご
奉
納
頂
い
た
用

材
を
使
い
、
氏
子
の
山

路
左
官
店
様
、
氏
子
総

代
様
、
同
Ｏ
Ｂ
会
有
志

各
位
の
お
力
添
え
を
得

て
、
組
み
換
え
修
繕
を
し
ま
し
た
。

◆
拝
殿
前
石
造
鳥
居

拝
殿
前
石
造
鳥
居
を
、
篤
信
崇
敬
者
様
の

浄
財
を
も
と
に
再
建
立
し
ま
し
た
。

◆
拝
殿
大
太
鼓
張
替
え

拝
殿
に
あ
る
大
太
鼓
の
皮
革
張
替
え
を
行

い
ま
し
た
。
搬
出
入
に
は
、
有
志
多
数
に

ご
助
勢
頂
き
ま
し
た
。

本
年
も
、
崇
敬
者
各
位
か
ら
数
多
く
の
ご

奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。
玉
垣
石
や
木
造
鳥
居
、

と
い
っ
た
建
造
物
を
始
め
、
神
祭
具
や
修
復

資
金
な
ど
、
多
岐
に
亘
り
ま
す
。

ま
た
、
東
近
江
市
に
残
る
『
狛
の
長
者
』

伝
説
と
関
係
が
深
い
『
長
者
の
か
ま
ど
石
』

の
移
設
・
奉
納
も
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
石
は

「
お
よ
そ
一
〇
〇
〇
年
以
上
前
、
太
郎
坊
宮

の
近
く
に
住
ん
で
い
た
長
者
が
、
か
ま
ど
で

使
っ
て
い
た
」
と
い
う
言
い
伝
え
が
残
る
、

不
思
議
な
大
石
で
す
。

そ
の
他
、
紙
面
の
都
合
に
よ
り
全
て
を
紹

介
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
ご
奉
納
頂

い
た
皆
様
に
は
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

↓
『
登
録
有
形
文
化
財
選
定
の
辞
』
を

記
し
た
銘
板
を
奉
納
頂
き
ま
し
た

境
内
各
所
に
→

お
祀
り
す
る

七
福
神
の
ご

神
名
看
板
を

奉
納
頂
き
ま

し
た
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社
務
雑
感

今
か
ら
十
年
ほ
ど
昔
の
大
学
生
時
代
、

今
上
陛
下
（
当
時
は
皇
太
子
殿
下
）
よ
り

お
言
葉
を
賜
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

陛
下
か
ら
「
ど
う
い
っ
た
分
野
を
ご
専

攻
で
す
か
」
と
ご
下
問
を
頂
き
「
神
道
を

学
ん
で
お
り
ま
す
」
と
お
答
え
し
た
こ
ろ

「
神
道
は
日
本
古
来
の
訓
え
で
す
。
よ
く

学
ば
れ
て
下
さ
い
」
と
の
励
ま
し
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

神
道
の
訓
え
の
根
本
は
「
清
明
正
直
」

の
四
文
字
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
日
本
人
が
大
切
に
し
続
け
て
き
た
美

徳
そ
の
も
の
で
す
。

陛
下
が
仰
せ
に
な
っ
た
通
り
「
神
道
を

学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
は
「
日
本
古
来
の
訓

え
を
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
陛
下
の
お
言
葉
を
胸
に
、
襟
を
正
し

て
こ
の
道
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

境
内
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
し
た

ご
奉
納
の
御
礼



七

月

私
立
延
命
こ
ど
も
園

様

御
神
田
清
掃
奉
仕
作
業

八

月

今
野
華
都
子

先
生

古
事
記
塾

滋
賀
県
神
社
庁

様

湖
東
第
一
地
区
神
職
研
修
会

九

月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
津
放
送
局

様

「
お
う
み
発
６
３
０
」取
材
撮
影

朝
日
放
送
テ
レ
ビ
様

「お
は
よ
う
朝
日
」取
材
撮
影

笠
井
叡

先
生

阿
賀
神
社
合
宿
講
座

K
AT-TUN

上
田
竜
也
様

「KAT-TUN

の
世
界
一

タ
メ
に
な
る
旅
」取
材
撮
影

十

月

八
日
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

月
見
同
伴
例
会

東
近
江
市
観
光
協
会

様

「ち
い
さ
な
た
び
い
ち
」共
催

十
一
月

瀬
田
商
工
会
議
所
女
性
部

様

研
修
会

十
二
月

縁
起
物
等
奉
製
式

園
歌
に
も
「
太
郎
の
お
山
の
～
っ
♪
」
と

歌
わ
れ
て
い
る
、
太
郎
坊
山
の
ふ
も
と
の
延

命
こ
ど
も
園
。
そ
の
園
児
さ
ん
が
、
神
様
の

田
ん
ぼ
の
草
む
し
り
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

太
郎
坊
宮
の
神
様
も
、

天
狗
さ
ん
も
、
と
て
も
喜

ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

き
っ
と
み
ん
な
を
見
守
っ

て
下
さ
る
は
ず
で
す
。
年

長
組
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太
郎
坊
宮
が
建
つ
東
近

江
市
。
そ
の
魅
力
を
体
験

す
る
企
画
「
ち
い
さ
な
た

び
い
ち
」
が
あ
り
ま
し
た
。

観
光
協
会
の
呼
び
か
け

に
応
じ
た
約
四
十
か
所
の

事
業
者
が
参
加
し
た
今
回
。

当
神
社
で
は
、
好
評
の
お

守
り
づ
く
り
体
験
を
も
と
に

し
た
「
特
別
な
お
守
り
づ
く

り
体
験
」
を
行
い
ま
し
た
。

お
守
り
に
付
い
て
い
る
特

別
な
ヒ
モ
結
び
「
叶
結
び
」

体
験
や
、
非
公
開
神
事
へ
の

参
列
な
ど
な
ど
・
・
・
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
お
守
り
に
つ
い

て
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
世
界
に
一

つ
の
お
守
り
が
作
れ
て
嬉
し
い
！
」
と
、
喜

び
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
！

☆
通
常
の
お
守
り
づ
く
り
体
験
は
随
時
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
参
集
殿
で
お
申
し
込

み
下
さ
い
（
お
守
り
一
体
製
作
に
つ
き
、

一
五
〇
〇
円
で
す
）
。
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参
集
殿
日
誌
（
抄
）

延
命
こ
ど
も
園
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
ち
い
さ
な
た
び
い
ち
」
を

開
催
し
ま
し
た

↓ＮＨＫでも、お守りづくりが

紹介されました☆



◆
黄
金
の
太
郎
坊
天
狗
お
守
り

各
色
一
五
〇
〇
円

神
社
を
守
護
す
る
「
太
郎
坊
天
狗
」
の
姿

を
か
た
ど
っ
た
、
黄
金
に
輝
く
お
守
り
で
す
。

沖
縄
を
拠
点
に
活
躍
す
る
日
本
屈
指
の
金

工
師
に
原
型
作
成
を
依
頼
。
更
に
、
当
神
社

神
職
が
心
身
を
清
め
て
揮
毫
し
た
「
勝
」
の

一
字
を
彫
刻
し
ま
し
た
。

当
神
社
で
し
か
授
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
、

勝
利
福
授
の
特
別
な
お
守
り
で
す
。

※
飾
り
房
三
色
（
紫
・
黄
・
赤
）

◆
朱
印
帳
袋

一
〇
〇
〇
円

「
大
切
な
朱
印
帳
を
入
れ
る
袋
が
欲
し
い
」

と
い
う
ご
要
望
か
ら
生
ま
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

朱
印
帳
袋
で
す
。

幸
運
を
招
く
黄
色

い
布
地
に
、
神
様
の

紋
と
天
狗
の
イ
ラ
ス

ト
を
両
面
フ
ル
カ
ラ
ー

で
描
き
ま
し
た
。

巾
着
袋
タ
イ
プ
で

す
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
用
途
に
お
使
い
く

だ
さ
い
！

◆
必
勝
靴
下

各
六
〇
〇
円

―
戦
国
武
将
達
は
足
袋
に
神
様
の

御
紋
を
描
い
て
勝
利
を
祈
っ
た
―

こ
う
し
た
伝
統
に
基
づ
い
て
製
作
し
た
、

必
勝
靴
下
。
金
糸
を
使
い
、
太
郎
坊
宮
の
神

様
の
紋
と
、
力
強
い

「
勝
」
の
一
字
を
織

り
表
し
ま
し
た
。
当

神
社
だ
け
の
必
勝
ア

イ
テ
ム
で
す
！

※
サ
イ
ズ
展
開
・
・
・

25.0cm

以
下
（
白
色
）

25.0cm

以
上
（
黒
色
）

◆
開
運
干
支
守

一
五
〇
〇
円

夫
婦
岩
の
原
石
を
込
め
た
陶
器
の
お
守
り

で
す
。
太
郎
坊
宮
近
く
の
布
引
焼
の
匠
が
、

一
つ
一
つ
手
作
り
し
ま
し
た
。
令
和
二
年
の

干
支
・
子
（
ね
）

を
か
た
ど
っ
た

限
定
一
〇
〇
体

の
特
別
な
お
守

り
で
す
。
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新
し
い
授
与
品
の
ご
紹
介

表

紙

解

説

今
号
表
紙
『
名
物
一
重
蔓
中
牡
丹
縹
地

金
襴
額
装
（
部
分
）
』
は
、
数
百
年
前
か

ら
伝
わ
る
貴
重
な
布
地
「
名
物
裂
（
め
い

ぶ
つ
ぎ
れ
）
」
の
復
元
品
で
す
。

製
作
者
の
初
代
・
龍
村
平
蔵
は
古
代
の

染
織
技
術
の
研
究
と
復
元
に
尽
力
し
た
人

物
で
す
。
本
品
は
、
大
正
時
代
末
期
に
画

家
の
黒
田
清
輝
ら
の
依
頼
を
受
け
て
織
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。

牡
丹
の
花
な
ど
が
純
金
の
糸
で
織
り
上

げ
ら
れ
た
豪
華
絢
爛
な
布
で
、
百
年
前
の

染
物
・
織
物
の
極
み
と
も
い
う
べ
き
逸
品

で
す
。
不
定
期
公
開
。



太
郎
坊
宮
の
神
様
に
お
願
い
事
を
し
て
、

そ
れ
が
叶
っ
た
と
き
・
・
・
。

「
神
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
―
―

神
様
へ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

思
い
を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
、
お
礼
参
り
と

い
い
ま
す
。
真
心
込
め
て
お
礼
を
す
る
と
、

神
様
へ
あ
な
た
の
気
持
ち
が
届
く
は
ず
。

そ
の
思
い
を
込
め
、
太
郎
坊
宮
の
神
様
が

お
使
い
に
な
る
品
々
を
さ
さ
げ
て
い
た
だ
く

ご
案
内
で
す
。

◆
狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）

神
域
の
守
護
者
。
石
造
。
お
名
前
を
彫
刻

し
ま
す
。
三
十
八
万
円
。

◆
燈
篭
（
と
う
ろ
う
）

御
明
か
り
を
捧
げ
ま

す
。
石
造
。
お
名
前
を

彫
刻
し
ま
す
。
三
十
五

万
円
。

◆
鳥
居
（
と
り
い
）
神
域
の
結
界
。
木
造
。

お
名
前
を
筆
記
し
ま
す
。
七
万
円

◆
玉
垣
石
（
た
ま
が
き
い
し
）
神
域
の
境
界
。

石
造
。
お
名
前
を
彫
刻
し
ま
す
。
五
万
円
。

◆
三
方
（
さ
ん
ぼ
う
）
・
土
器
（
ど
き
）
類

神
様
が
お
使
い
に
な
る
食
膳
器
台
な
ど
。

お
名
前
を
筆
記
し
ま
す
。
五
千
円
よ
り
。

◆
御
鏡
餅
（
お
か
が
み
も
ち
）
新
年
を
祝
し

神
様
へ
奉
る
お
鏡
餅
。
三
千
円
よ
り
。

◆
神
酒
（
お
み
き
）
神
様
が
召
し
上
が
る
酒
。

二
千
円
よ
り
。

◆
日
供
（
に
っ
く
）
毎
朝
、
神
様
へ
祈
り
と

共
に
奉
げ
る
お
食
事
。
年
間
一
万
二
千
円
。

※
記
載
品
目
以
外
の
奉
納
も
承
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
希
望
額
の
お
初
穂
料
（
現
金
）
に

よ
る
奉
納
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
神
験
即
現
（
し
ん
げ
ん
そ
く
げ
ん
、
尊

い
御
利
益
が
す
ぐ
に
現
れ
る
）
」
と
た
た
え

ら
れ
る
太
郎
坊
大
神
様
の
ご
加
護
を
願
わ
れ

る
方
の
た
め
、
毎
日
ま
た
は
毎
月
、
神
主
が

ご
祈
祷
を
致
し
ま
す
。

◆
毎
日
祈
祷
（
ま
い
に
ち
き
と
う
）

神
主
が
、
毎
朝
ご
祈
祷
を
し
、
大
神
様
の

ご
加
護
が
あ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

※
一
年
間
の
祈
祷
料
・
三
万
六
千
五
百
円
。

◆
毎
月
祈
祷
（
ま
い
つ
き
き
と
う
）

神
主
が
、
毎
月
ご
祈
祷
を
し
、
大
神
様
の

ご
加
護
が
あ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

※
年
間
の
祈
祷
料
・
一
万
二
千
円
。
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―
神
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
し
て
―

各

種

奉

納

の

ご

案

内

毎
月
祈
祷

毎
日
祈
祷

ご
案
内



一
服

五
〇
〇
円
也

（
お
抹
茶
の
ほ
か
、
ゆ
ず
茶
、
こ
ぶ
茶

し
ょ
う
が
湯
な
ど
、
あ
た
た
か
～
い

飲
み
物
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
）

参
集
殿
の
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
年
も

お
抹
茶
と
和
菓
子
の
セ
ッ
ト
を
数
量
限
定
で

お
出
し
し
ま
す
。

お
菓
子
に
は
、

太
郎
坊
宮
の
神
様

の
名
前
を
頂
い
た

銘
菓
「
吾
勝
餅
」

を
ご
用
意
。

難
し
い
作
法
は

何
も
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

☆
品
物
は
多
数
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
が
、

品
切
れ
の
際
は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

初
も
う
で
名
物
！
と
し
て

お
馴
染
み
の
太
郎
坊
だ
ん
ご
。

新
し
い
一
年
の
始
ま
り
に
、

匠
の
「
味
」
と
「
心
」
を
ご

堪
能
く
だ
さ
い
♪

◆
近
江
米
み
た
ら
し

三
本

三
〇
〇
円

◆
黒
蜜
き
な
こ

三
本

四
〇
〇
円

◆
抹
茶
み
た
ら
し

三
本

三
〇
〇
円

十
二
月
三
十
一
日

～

〇
時
迄

一
月

一
日

〇
時
～
十
九
時
頃

二
日

八
時
～
十
八
時
頃

三
日

八
時
～
十
八
時
頃

四
日

八
時
～
十
七
時
頃

五
日

八
時
～
十
七
時
頃

※
都
合
に
よ
り
変
更
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

初
も
う
で
の
時
に
気
に
な
る
「
お
天
気
」

「
混
み
具
合
」
。
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

現
在
の
神
社
内
の
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ま
た
、
お
電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

混
雑
防
止
の
た
め
、
境
内
全
域
で
一
方
通

行
規
制
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
参
道
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
ー
も
一
方
通
行
規
制
と
な
り
ま
す
。

警
備
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
山
道
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
の
瓦
屋
寺

交
差
点
よ
り
先
は
交
互
通
行
で
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下
さ
い
！

新

春

は

つ

も

う

で

の

ご

案

内

年
末
年
始
の
状
況
を

お
伝
え
し
ま
す

令
和
二
年
年

お
正
月

お
抹
茶
セ
ッ
ト

一
〇
〇
円
割
引

◆
本
券
一
枚
で
三
名
様
ま
で
割
引
で
す

◆
お
抹
茶
以
外
の
飲
み
物
も
あ
り
ま
す

◆
一
月
一
日
～
五
日
ま
で
と
な
り
ま
す

通
行
規
制
の
ご
案
内

一
月
一
日
～
五
日
ま
で

お
正
月
限
定
お
抹
茶
セ
ッ
ト

皆
さ
ん
お
な
じ
み
！

太
郎
坊
だ
ん
ご
出
店

年
末
年
始
の
社
務
ご
案
内
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